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CIMリクワイヤメントの実践!
ベンダー各社によるリクワイヤメント対応デモンストレーション

株式会社エムティシー
営業部 鶴木 裕一

道路土工・トンネルの属性情報の付与
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平成30年度のリクワイヤメント
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リクワイヤメント

① 契約図書化に向けた CIM モデルの構築（設計・施工）
・新たに策定した「3次元モデル表記標準（案）」をもとに2D図面と連動した3Dモデル作成・活用を実施。

② 関係者間での情報連携及びオンライン電子納品の試行
・新たに策定した「情報共有システム機能要件」をもとに3Dビューを活用した関係者間共有、オンライン納品を実施。

③ 属性情報の付与
・付与すべき属性情報を検討、結果を一覧にとりまとめる。（H30年度からIFCによる属性情報の直接付与が可能に）

④ CIM モデルによる数量、工事費、工期算出
・3Dモデルでの数量算出のため、改定された「土木工事数量算出要領（案）」をもとに課題や結果をとりまとめる。

⑤ CIM モデルによる効率的な照査の実施
・詳細設計照査要領に基づく従来の照査と比較し、3Dでの照査による効率化の程度についてとりまとめる。

⑥ 施工段階での CIM モデルの効率的な活用
・施工計画検討を動画によって実施。工事においては計測機器と連携した出来形確認を実施。

⑦ その他【現場特性に応じて設定】
・実施する現場の特性に応じてカスタマイズ。受発注者の協議を介し、3Dデータ活用による生産性向上の手立てを探る。
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CIM導入ガイドライン対応ソフトウェア
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BIM/CIM対応ソフトウェア
★APS-21シリーズ★
① APS-ZE Win（現況高さ編集ソフト）
② APS-MarkⅣ Win（道路・鉄道線形計画システム）
③ APS-3D Viewer（3Dビューアー）
④ OP-ROAD（走行シミュレータ）
⑤ APS-C Win（交差点設計図化システム）
⑥ APS-ODAN（道路横断図システム）
⑦ APL Win （トンネル設計補助システム）
⑧ APL-P Win（トンネル坑口配筋図システム）

③ APS-3D Viewer
APS-21シリーズで作成した3Dモデルを
閲覧できるビューアです。
弊社HPから無償でダウンロードできます。

⑦ APL Win・⑧ APL-P Win

⑤ APS-C Win

② APS-MarkⅣ Win・③ APS-3D Viewer
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⑥ APS-ODAN

① APS-ZE Win

④ OP-ROAD

② APS-MarkⅣ Win

IFC出力

LandXML出力

3次元地形モデル＋航空写真の読み込み 計画したトンネルを3D表示

平面・縦断線形計画～法面展開
横断図の出力

計画した交差点を3D表示走行シミュレータによる走行確認

計画した線形を3D表示
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道路土工の属性情報
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地形モデル

３次元地形モデル
基盤地図情報 数値標高モデル 設計用数値地図データ

概略設計

・5 mメッシュ（標高）
・10mメッシュ（標高）

概略設計
予備設計

地図情報レベル
1000～5000の地形図

UAV等を用いた公共測量による地形モデル TINサーフェス

予備設計
詳細設計

10c程度のサーフェスモデル
・写真測量
・レーザー測量

TINサーフェス（面データ）
を自動作成

6

地形モデル
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3次元地形モデルと航空写真

• 3次元地形モデル（TINサーフェス）に航空写真をマッピング

読み込み可能な
地形モデル

基盤地図情報

テキスト

DXF、SFC

LandXML

拡張DM

SIMA

シェープ

読み込み可能な
航空写真

TIFF（tfw）

JPEG（jgw）

BMP（bpw）

PNG（pgw）
■ 現況高さ編集ソフト「APS-ZE Win」
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道路計画

APL Winでトンネルの断面検
討等を行い、IFCファイル（構

造物モデル）を出力する

土工形状モデル

■ 道路・鉄道線形計画システム「APS-MarkⅣ Win」

線形の照査

8

線形モデル
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横断図作成⇒LandXML出力

• 計画した線形情報から横断図を作成し、『LandXML1.2に準じた３次元設計データ交換標準（案）』
に則ったLandXMLを出力します。
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『LandXML1.2に準じた３次元設計データ交換標準（案）』
に則ったLandXMLを出力

計画した線形情報から
横断図を作成

■ 道路横断図システム「APS-ODAN」

■ 道路・鉄道線形計画システム
「APS-MarkⅣ Win」

■ Bigvan LandXML Editor
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『LandXML1.2に準じた３次元設計データ交換標準（案）』とは?

• アメリカのLandXML.org（任意団体）で開発された、LandXMLの規約をベースとして、国総研に
よって日本国内で使用するために属性が追加されたものです。

LandXML 1.2に準じた
3次元設計データ交換標準(案)

No. 要素名 内容

1 Units 単位（⾧さ、面積、体積、角度など）

2 Coordinatesystem 座標系

3 Project プロジェクト名と説明

4 Application アプリケーション名

5 CgPoints 座標点

6 Alignments 中心線形および横断形状

7 GradeModel 勾配モデル

8 Roadways 道路構成要素の集合

9 Surfaces 地形モデルのサーフェス

: : :

国内向けの
データ表現方法

LandXML 1.2から対象とする要素
重要

・平面直角座標系（19座標系）の定義
・測点間隔の定義
・クロソイドパラメータ（A）
・横断面の構成要素名（車道、路肩、法面･･･）
・その他

10
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道路土工の属性情報

• 道路中心線
• 横断形状データ

– 道路面（例:車道、中央帯、歩道）、土工面（例:路床面、路体面、法面）
• 舗装情報

– 各横断面の舗装断面。表層、基層など舗装種類ごとに閉じた面として作成
• 地形情報

– 縦断面の地盤線、各横断面の地盤線
• サーフェス

– 道路構造物
（道路面、路床面、路体面、法面等）

– 地形

11
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道路土工の属性情報（道路中心線）

平面線形

縦断線形
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道路土工の属性情報（横断形状データ）

幅員中心と左右の横断構成要素イメージ

完成形状の構成点を記述する順序のイメージ

13

横断形状の表現
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道路土工の属性情報（舗装情報）

• 舗装情報
– 各横断面の舗装断面。表層、基層など舗装種類ごとに閉じた面として作成します。

舗装などの閉じた断面の構成点を記述する順序のイメージ

14

舗装の表現
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道路土工の属性情報（横断面を作成する必要がある位置）

• 横断面の作成位置
– 管理断面（20m間隔の測点位置）
– 平面線形、縦断線形（※1）の変化点
– 道路の幅員の変化点（車線の増減による道路幅員の変化点等） ⇒ 自動生成
– 横断勾配の変化点（片勾配すりつけの始点、終点等） ⇒ 自動生成
– 法面形状（盛土と切土の境界、構造物との接合部（※2））の変化点 ⇒ 自動生成

※1 「LandXML1.2に準じた3次元設計データ交換標準の運用
ガイドライン（案） 平成29年3月」に記載

※2 「構造物との接合部」は自動生成できません

延⾧が820mの線形 APS-ODAN盛土と切土の境界を生成

道路幅員、横断勾配の変化点
の生成
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道路土工の属性情報（横断面を作成する必要がある位置）

＜ボックスカルバート＞

「1B」「1C」「1D」「1E」の位置の横断図
を作成する必要があります。
ボックスカルバートが本線と直角でない場合
は、８断面必要になります。

＜盛土と切土の境界＞

保護路肩の幅員が異なる場合、両方の横断図
（盛土・切土）を作成する必要があります。

オレンジ:縦断変化点 6断面
赤線:片勾配すり付け位置（平面線形の変化点以外） 6断面
青線:盛土と切土の境界（ダブル断面） 26断面
緑線:ボックスカルバートの接合点（１ヶ所４断面） 8断面
※ 延⾧820mで、今までより46断面も横断図を作成する必要あり（今まで:54断面、今回:100断面 ）

２断面ずつ作成 ８断面作成
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道路土工のLandXML出力
17
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1:100 図面番号 1／15
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横断図から土工形状をLandXML
形式で「3次元設計データ」とし
て出力する

LandXML

線形に沿って横断面を表示

横断面と横断面を繋げる

3次元設計データを3次元ビューアで表示し外観を
目視で確認する

＜ポイント＞
 必要な横断面位置を作成する必要があること
 線形、土工形状、および、地形の各モデルについて

は、「LandXML1.2に準じた3次元設計データ交換
標準(案)」に準拠し、出来形管理等に用いる、土工
面（道路面・路床面・路体面）・舗装工の形状・属
性を出力可能。
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トンネルの属性情報
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BIM/CIM対応トンネルソフトウェア
19

製品 必要なオプション

トンネル設計補助システム「APL Win」
OP・支保パターン図

OP・舗装工詳細図

トンネル坑口配筋図システム「APL-P Win」 －

道路・鉄道線形計画システム「APS-MarkⅣ Win」 －

• トンネルCIMモデル（構造物モデル）の納品ファイル形式である「IFCファイル」に出力でます。
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トンネル内空断面・パターン設定 支保パターン図 舗装工 坑門工

トンネル設計（本体・坑門工）

• 設計条件、道路幅員構成、断面検討方針の設定により、３心円、５心円を問わず、トライアル計
算により容易に最小内空断面を計算します。

• トンネルパターン別に、吹付け・覆工コンクリート厚、ロックボルト、鋼アーチ支保工を設定。
舗装工を出力する場合は舗装の目地配置等の詳細設定を行います。

• トンネル坑門工の形状を設定し構造計算を行い、短時間で配筋図を作成します。
• 面壁形状はウイング式、アーチウイング式等、様々な形状に対応します。
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舗　装　工　詳　細　図　（１）
断　面　図 縮尺　１：５０
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縦　目　地 縮尺　１：１０
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縦　目　地　材　料　表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　ｍ当り）

項　　　　　目　 形　状　寸　法　 単位 本数 数　　量　 摘　　　　要　

タ　イ　バ　ー　　 ｋｇ kg/m　

注　入　目　地　材 ｍ

8.00

Ｄ22×1000 8 24.3 3.040

10×40 ― 8.0

側　目　地 縮尺　１：１０
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側　目　地　材　料　表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　ｍ当り）

項　　　　　目　 形　状　寸　法　 単位 本数 数　　量　 摘　　　　要　

注　入　目　地　材 ｍ

目　　　地　　　板 ｍ

8.00

10× 40 2 8.0

t= 10 2 8.0

収縮目地（切削目地） 縮尺　１：１０

10
0
5
0

1
50

75
7
5

10

350 350

700

7
0

50 50

100 150 100 150 100

10
0
5
0

1
50

75
7
5

10

350 350

700

7
0

瀝青材　塗布

チェアー Ｄ13

クロスバー Ｄ13

防錆ペイント ダウエルバー φ25×700

鉄網 Ｄ6

注入目地材

収　縮　目　地（切削目地）　材　料　表　　　　　　　　　　　　　　　　（１ヶ所当り）

項　　　　　目　 形　状　寸　法　 単位 本数 数　　量　 摘　　　　要　

ダウエルバー　　　 ｋｇ kg/m　

チ　ェ　ア　ー　　 本

ク　ロ　ス　バ　ー ｋｇ kg/m　

ク　ロ　ス　バ　ー ｋｇ kg/m　

注　入　目　地　材 ｍ

φ25×700 22 59.3 3.850

Ｄ13×330 ― 44

Ｄ13×3545 8 28.2 0.995

Ｄ13×3545 8 28.2 0.995

10×70 ― 7.5

収縮目地（打込み目地）縮尺　１：１０
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収　縮　目　地（打込み目地）　材　料　表　　　　　　　　　　　　　　　（１ヶ所当り）

項　　　　　目　 形　状　寸　法　 単位 本数 数　　量　 摘　　　　要　

ダウエルバー　　　 ｋｇ kg/m　

チ　ェ　ア　ー　　 本

ク　ロ　ス　バ　ー ｋｇ kg/m　

ク　ロ　ス　バ　ー ｋｇ kg/m　

注　入　目　地　材 ｍ

バックアップ材　　 ｍ

φ25× 700 22 59.3 3.850

Ｄ13× 330 ― 44

Ｄ13× 3545 8 28.2 0.995

Ｄ13× 3545 8 28.2 0.995

10× 40 ― 7.5

5× 75 ― 7.5

膨張目地 縮尺　１：１０
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膨　張　目　地　材　料　表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１ヶ所当り）

項　　　　　目　 形　状　寸　法　 単位 本数 数　　量　 摘　　　　要　

ダウエルバー　　　 ｋｇ kg/m　

チ　ェ　ア　ー　　 本

キ　ャ　ッ　プ　　 本

ク　ロ　ス　バ　ー ｋｇ kg/m　

ク　ロ　ス　バ　ー ｋｇ kg/m　

注　入　目　地　材 ｍ

目　　　地　　　板 ｍ

φ28×700 22 74.4 4.830

Ｄ13×380 ― 44

― 22

Ｄ13×3545 8 28.2 0.995

Ｄ13×3545 8 28.2 0.995

25×40 ― 7.5

t= 25 ― 7.5

標　準　断　面　図 縮尺　１：３０
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No 開始測点 延⾧距離 掘削方式 WF位置 加背割 パターン名
1 5+00.700 90.000 機械掘削 0.000 上下半 ＤⅢ-ａ
2 9+10.700 100.000 機械掘削 0.000 上下半 ＤⅡ
3 14+10.700 50.000 機械掘削 0.000 全断面 Ｂ
4 17+00.700 32.000 機械掘削 0.000 全断面 Ｂ-Ｒ
5 18+12.700 100.000 機械掘削 0.000 全断面 Ｂ
6 23+12.700 50.000 機械掘削 0.000 上下半 ＤⅡ
7 26+02.700 176.600 機械掘削 0.000 上下半 ＤⅢ-ａ

支　保　パ　タ　ー　ン　図 縮尺　１：６０

断面詳細図 縮尺　１：２０

吹付け・ロックボルト工図
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鋼アーチ支保工図
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諸　　元　　表

ロ　ッ　ク　ボ　ル　ト 鋼アーチ支保工 吹付け厚 覆工厚（ｃｍ）　 変　形　余　裕　量（ｃｍ）
金　　網

長　さ 周方向 延長方向 上　半 下　半 （ｃｍ） アーチ インバート 上　半 下　半 インバート
（ｍ） （ｍ）  （ｍ） 

 4.0  1.2  1.0 H-125 H-125    15   30     45   上半     0    0      0

吹付け・ロックボルト材料表

名　　　　称　　 形　状　寸　法　　 規　　　格　　　 単位 数　量　 摘　　　　要　　

（Ｐ＝１．０００ｍ当り）

ロックボルト L = 4000 耐力170KN以上 本 20 モルタル全面接着式

座　　　　金 150×150×9 SS400 枚 20

ナ　ッ　ト M24 個 20

吹付けコンクリート t = 150  m2 23.138

金　　　　網 φ5×150×150 JIS G 3551  m2 18.214 構造用溶接金網

鋼アーチ支保工材料表
（１基当り）

名　　　　称　　 形　状　寸　法　　　 単位 数量 単位質量　 質　　量　 摘　　　　要　　

合　　　　　計　　　　　　　　　　

Ｈ　型　鋼 H-125×125×6.5×9 kg 2 212.188 424.4 23.600 kg/m

Ｈ　型　鋼 H-125×125×6.5×9 kg 2 61.218 122.4 23.600 kg/m

継　手　板 PL-155×180×9 kg 2 1.971 3.9 70.650 kg/m
2

ボルト・ナット φ22×70 本 2

上・下半継手板 PL-180×230×9 kg 4 2.925 11.7 70.650 kg/m2

ボルト・ナット φ22×70 本 4

底　　　板 PL-230×230×16 kg 2 6.644 13.3 125.600 kg/m2

さ　や　管 φ21.7×1.9×80 kg 20 0.074 1.5 0.928 kg/m

継　ぎ　材 φ16×1070 kg 10 1.691 16.9 1.580 kg/m

594.1 kg
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平面線形・縦断線形・片勾配すり付け トンネル3Dモデル作成 坑門工（起終点）

線形・坑門工情報の準備

• APS-MarkⅣ Winで作成した線形・坑門工のデータを読み込みIFCファイルに出力します。
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IFC（トンネル3Dモデル）出力

平面線形

縦断線形

片勾配すり付け

坑門工
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IFCプロパティセットを用いて属性情報を直接付与

IFC出力と属性情報の付与

• 土木モデルビュー定義に準拠して、IFCファイルへの出力が可能です。
• IFCプロパティセットを用いて、トンネル内空断面寸法、支保パターン等の属性情報の直接付与

が可能です。
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＜ポイント＞
 トンネル設計したデータをIFCファイルへ出力
 IFCプロパティセットを用いて属性情報の直接付与に対応

■ BIM Vision
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ご清聴ありがとうございました。

http://www.ocf.or.jp/


